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〇社会奉仕委員会の新しい活動への取組みについて 

 

 今年度社会奉仕委員会では、創立 30 周年を控えクラブの柱となった青少年奉仕活動の「高校生 

による岡山の歴史・文化研究フォーラム」に倣い、社会奉仕活動においても単年度事業ではなく、 

継続性のある奉仕活動への取組みを模索してきました。 

一つは昨年から引き継いだ「シェルターモモ」との連携であり、もう一つは先月 11 日に「被害者 

サポートセンター岡山」の難波様から卓話をいただいた『犯罪被害者支援事業』です。 

この犯罪被害者支援事業については、岡山県警 犯罪被害者支援室から 2017 年 11 月に発足した

県下 12 大学 2 専門学校の学生による「犯罪被害者支援大学生ボランティア連絡会『あした彩』」

の活動について紹介を受け、10 月に大阪で開催された「少年犯罪被害シンポジウム『WILL』」に 

参加する学生のために交通費の一部を支援させていただきました。 

引き続き、社会奉仕委員会の継続事業として「あした彩」への具体的な支援について検討を重ねて

参りますが、その前提条件として会員の皆様にも「あした彩」の活動についてご理解をいただき、 

会員の総意で推進していきたいと考えております。 

つきましては 12 月 16 日の例会において岡山県警 犯罪被害者支援室の藤原警部補と「あした彩」

の学生代表 2 名（坂本彩華さん、上田彩夏さん）をお招きし、「あした彩」についての卓話をいた 

だきます。 

歴史・文化研究フォーラムの翌日、師走の気忙しい時期ではございますが、是非ともご出席を 

いただき「あした彩」への支援活動の推進についてご理解、ご賛同をいただければ幸いです。 

なお、裏面には 11 月 24 日にピュアリティまきびで行われた犯罪被害者支援フォーラムの記事

を転載しています。（西岡幹事、入江会員、仲田会員、山田会員、原会員に参加いただきました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「あした彩」やその設立前から被害者 

支援に関するボランティア活動を行って 

いた学生等のメッセージをまとめた文集 

 
現在では 12 大学 2 専門学校 400 名余りの組織に！ 



 

 

 

 

山陽新聞 11 月 25 日朝刊記事                【        転載】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の講演者は 10 月に交通費を支援して『あした彩』のメンバーが参加した少年犯罪被害 

シンポジウム「WILL」を主催している「少年犯罪被害当事者の会」の代表者、武るりこさん 

でした。 

参加者約 400 名..そのうち半数以上 200 名余りが「あした彩」の大学生、ＯＢ・ＯＧの方で、 

その他一般の方、学校、警察関係者で会場は、ほぼ満席状態でした。 

武さんの話は、活字では読み取れない当事者ならでは感情がひしひしと伝わり参加した学生 

たちも自分に何ができるのか、これからの活動に思いを巡らせたことでしょう。 


